
バージョン: 2023.0.0
リリース日: 2022年12月

リリースノート



目次

1.1 はじめに 1
2.2 インストール 2
システム動作環境	 2
ソフトウェアのダウンロードとインストール	 2
ライセンスのアクティベート	 2

3.3 新機能と改善ノート 3
ビジュアルスクリプトと	Automation	Serverとの接続	 3
ビジュアルスクリプトツールの改善	 4

新しいアクション 4
Constructed Geometry – Cone (円錐) 4
Measured - Fix Normal(法線を修正) 4
Properties - Numeric Array Properties(数値配列プロパティ) 5
Utility - Pass/Fail Result(合否結果) 5
Utility - Environmental Variables(環境変数) 5
Edit – Rename(名前の変更) 6

更新されたアクション 6
Constructed Geometry アクションにより多くの作成方法が追加されました 6

Plane(平面) 6

Point(点) 6

Vector(線) 7

Circle(円) 7

Cylinder(円柱) 7

スクリプト実行中のファイルの選択 8
File (Import ASCII Geometry) アクションのパラメータ追加 9
Simulated CMM Point(シミュレートCMM点)の測定方向 9
他のアクションの出力のAliases(エイリアス)構成 10
自動レポートのポップアップを無効にするオプション 10
出力結果名と結果ステータス 10
スクリプトへの説明の追加 11
ビジュアルスクリプトの例外メッセージ  11
Expressionの入力フィールドのサイズ保持 11
必須パラメータ 11

ソフトウェア: Geomagic Control X | バージョン: 2023.0.0

ノート補足:	 	/	 	ラベルはその機能が	Geomagic	Control	X	Essentials	および	Geomagic	Control	X	Essentials	Connect	ソフ
トウェアパッケージでも利用可能であることを意味します。



Automation	Server	/	Clientの改善	 12
Result Window(結果ウィンドウ) 12
古いファイルの自動削除 12
Automation Serverからペアリングされたアプリケーションへ検査結果を送信 12
Automation Serverのネットワークドライブ 13
Automation Serverでのタイムアウトタスクの削除 13
その他の改善 13

自動リトライ 13
空のフォルダの自動削除 13
異なるPC上のAutomation ClientとServer 13
堅牢性と安定性の向上 13

ユーザーインターフェースの改善		 14
Reconstructed Ribbon Bar 14
新しいAutomation(自動化)タブ  14

Hexagon	Structured	Light	Scanner	プラグインの改善	  	 15
N-Point Alignment(N点位置合わせ) 15
追加の位置合わせ方法 15

新しい線の輪郭度	   	 15
面の輪郭度の外れ値を削除	   	 16
2D比較のジオメトリと偏差データの出力	   	 16
結果データ内でメッシュに変換	   	 17
自動保存	&	リカバリ	   	 17
CADファイル読み込み	 17
その他の機能改善	 18

一般	    18
カスタム回転中心 18
3D マウス 18

Scanning (スキャン)/ Probing(プローブ)を続行   19
測定器直接制御でのスキャンプロセス 19
ファイル I/O    19

すべての偏差データの出力 19
e57ファイルの読み込み 19

4.4 修正された不具合 20
5.5 既知の不具合 24



Oqton, Inc. 1

1	 はじめに

Geomagic® Control X™は簡単なワークフローで業界でも最も強力なツールを提供する総合的な計測ソフトウェアプラットフォームで
す。Geomagic Control Xを利用すると、品質管理者は、革新的な使いやすさ、直感的で総合的な制御、および品質測定プロセスのためのトレーサ
ビリティを持つ、繰り返し可能なワークフローを実現できます。その高速で、正確、情報豊かなレポートと分析結果により、あらゆる製造ワークフロ
ーで生産性や品質を大幅に向上させることができます。

どこでも、確かな、品質を
スキャンデータの取得と解析、そのどちらも簡単に行えるソフトウェアでより多くの部署で多くの人々に3Dスキャンを使った検査の効果を提供し
ます。

Geomagic Control X で何ができますか?:
Geomagic Control Xには、設計、製造、検査、保守などの製造ワークフローの各工程で品質を確保するために使用できる数々の機能が搭載され
ています。
設計

• 製造を考慮した設計
• 問題を発見して修正

製造
• 製造と組立における
• 問題を認識して解決
• コストのかかる不良や手戻

りを防止

検査
• 最も難しい測定問題を解決
• 品質管理レポートの改善
• 品質管理の障害の低減

保全
• 破損、変形、磨耗を正確かつ

一貫性を持って評価
• 部品の不具合を事前に予測

Geomagic®	Control	X™のご紹介
バージョン2023.0.0
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2	 インストール

システム動作環境
最新のシステム動作環境はGeomagic Support Centerの System Requirements をご確認ください。ここに掲載されていないシステム上でも
問題なく使用できる場合もありますが、それらはOqton, Inc.によって公式にサポートされません。
動作検証は多くのハードウェアプラットフォームおよびグラフィクスシステムを組み合わせてテストしていますが、そうした検証の最中でもハード
ウェアメーカーによる新しいバージョンのリリースや、販売が停止されることがあります。最新のシステム要件と適切なシステムについてウェブサ
イトで情報を確認してください。

ソフトウェアのダウンロードとインストール
https://softwaresupport.oqton.com/s/article/Geomagic-Control-X からソフトウェアのダウンロードとインストールが可能です。
設定の 自動アップデート オプションを使っていつでも更新を確認することができます。True(有効) でインターネットに接続されている場合、保守
内で利用可能な新しいバージョンの有無を自動的に確認してダウンロードします。
ヘルプ	>	アップデートのチェックを使えば手動で更新を確認することができます。

ライセンスのアクティベート
Geomagic Control XをPCで使うにはライセンスのアクティベーションが必要です。
アプリケーションを起動するとライセンスマネージャウィンドウが開きます。 ライセンスマネージャ を使って Geomagic Control X ソフトウェアをア
クティベートします。
NOTE:ライセンスマネージャを開いてウィンドウ右上の	Help	 	ボタンをクリックすると、	CimLM Licensing Guide	が開きます。

https://softwaresupport.oqton.com/s/article/Geomagic-Control-X
https://softwaresupport.oqton.com/s/article/Geomagic-Control-X
https://softwaresupport.oqton.com/s/article/CimLM-Licensing-Support
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3	 新機能と改善ノート

補足:	 	/	 	ラベルはその機能が	Geomagic	Control	X	Essentials	および	Geomagic	Control	X	Essentials	Connect	ソフトウェ
アパッケージでも利用可能であることを意味します。

Input	From	Automation	Client	(Automation	Clientからの入力) - Input	From	
Automation	Client アクションが Automation	Tool に追加されました。 このアクシ
ョンはスクリプトの前に構成され、検査のために Automation	Client から渡されるス
キャンデータの情報を受け取ります。

入力データは、Input From Automation Clientアクションを介してパラメータとして渡されます。

Result	To	Automation	Client	(Automation	Clientへの結果出力) - Result	To	
Automation	Clientアクションが  Automation	Tool に追加されました。このアクショ
ンはスクリプトの最後に構成され、検査結果を Automation	Client に返します。

結果はResult To Automation Clientアクションを介してAutomation Clientに返されます。新しいAutomationTool

ビジュアルスクリプトと Automation Serverとの接続
新たに追加されたAutomation	ToolのアクションによりスクリプトとAutomation Server / Clientとの通信が可能になります。

Automationでスクリプトファイルを利用するには、srptファイルをIdentification rule(識別ルール)で定義する必要があります(これは.cxprojファ
イルを利用したときと同様です)。Monitoring Folder(監視フォルダ)でスキャンデータファイルが検出されると、Identification rule(識別ルール)
に従って、自動化プロセスが開始されます。

Identification Rule(識別ルール) Automation Toolを使用した自動化ワークフロー (緑: 入力データのフロー /赤: 出力データのフロー)
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ビジュアルスクリプトツールの改善
より多くの自動化ワークフローをサポートし、柔軟で簡単にできる様にするために、次の新しいアクションの追加と改善が行われました。

新しいアクション
Constructed	Geometry	–	Cone	(円錐)

Cone(円錐)アクションが新たに追加され、円錐の構築幾何形状の作成ができるようになりまし
た。Constructed Geometry (Cone(円錐))アクションで円錐の頂点位置、上端/下端位置、軸、半頂
角、上端/下端半径、および高さの値を定義できます。
Cone(円錐) アクションは Constructed	Geometry	の下にあります。

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Measured	-	Fix	Normal(法線を修正)

Fix	Normal(法線を修正)アクションが追加され、法線情報を修正できるようになりました。
Fix	Normal	(法線を修正)アクションは Measured の下にあります。

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0
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Properties	-	Numeric	Array	Properties(数値配列プロパティ)

Numeric	Array	Properties(数値配列プロパティ) アクションが追加され、配列から統計値を取得
して確認できるようになりました。これは配列に記録された統計データから最小値または最大値を
見つける場合に役立ちます。
Numeric	Array	Properties(数値配列プロパティ) アクションは Properties の下にあります。

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Utility	-	Pass/Fail	Result(合否結果)

Pass/Fail	Result(合否結果) アクションが追加された、機能、レポート、または結果データの合否結
果を確認することができます。

Pass/Fail	Result(合否結果) および Environment	Variables(環境変数) アクションは
Utility のしたにあります。

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Utility	-	Environmental	Variables(環境変数)

Environmental	Variables(環境変数)アクションが追加され、Geomagic Control X
アプリケーションとビジュアルスクリプトエディタの場所を特定できるようになりました。
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Edit	–	Rename(名前の変更)

Rename(名前の変更)アクションが追加され、エンティティの名前を変更できるように
なりました。Rename(名前を変更) アクションは Edit の下にあります。 

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

更新されたアクション
Constructed	Geometry	アクションにより多くの作成方法が追加されました

次のConstructed Geometry アクションに、構築幾何形状を作成するためのより多くの方法を利用することが可能になりました。

Plane(平面)

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Point(点)

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0
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Vector(線)

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Circle(円)

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Cylinder(円柱)

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0
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スクリプト実行中のファイルの選択

テストサンプルスクリプトで提供されている Run	External	Command(外部コマンドの実行) アクションを介して、 Select3DFiles.exe  ファイル
を使用して、スクリプトの実行中にファイルを選択できるようになりました。

File	Selector	(.Select3DFile.exe) では、新しいファイルセレクターを使って、スクリプト用に複数のファイルを選択できます。これにはSTLファイ
ル用の3Dビューアが含まれています。選択されたファイルのリストを作成し、スクリプト内で利用できます。

補足:	Select3DFiles.exeファイルは	VisualScriptingフォルダにあります。初期設定では、次の場所になります。:
C:\3D Systems\Geomagic Control X\2023. 0. 0\VisualScripting

Select3DFiles.exeファイルで以下のファイル形式を選択できます。
File	Extension Application
.stp, .step STEP
.sat, .sab ACIS Text/Binary
.igs, .iges IGES
.vda VDA-FS
.prt Creo(Pro/E)
.prt NX
.CATPart, .CATProduct CATIA V5 Part/Assembly
.sldprt, .sldasm SOLIDWORKS
.x_t, .x_b, .xmt_bin, .xmt_txt Parasolid Text/Binary
.ipt, .iam Inventor
.jt JT
.ply CyberWare
.obj OBJ
.asc ASCII Points
.3ds 3D Studio
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File	(Import	ASCII	Geometry)	アクションのパラメータ追加

ASCIIエンコードのジオメトリファイルを検査ワークフローにインポートするときに、より多くのパラメータを利用できるようになりました。

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

Simulated	CMM	Point(シミュレートCMM点)の測定方向

シミュレートCMM点を作成するときに、測定方向を定義できるようになりました。



Oqton, Inc. 10

自動レポートのポップアップを無効にするオプション

Report	(Report	Manager)	アクションに、 Don’t	Pop-up	Report	 オプションが追加されました。このオプションを利用すると、レポートが生成
された後にレポートがポップアップ表示されなくなり、作業を中断することなく続行できます。

補足:	Don’t	Pop-up	Report	オプションはExcel,	PDF,	PPT形式で使用できます。

他のアクションの出力のAliases(エイリアス)構成

他のアクションの出力エイリアス構成がより直感的で簡単になりました。Utility	(Alias) アクションが更新されて、入力ボックスに式を入力した
り、キーとその値を指定したりして、Aliasをカスタマイズできます。

Geomagic Control X 2023.0.0 Geomagic Control X 2022.1.0

出力結果名と結果ステータス

出力結果名と結果ステータスをレポートに追加できるようになりました。
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スクリプトへの説明の追加

File	>	Propertiesでスクリプトに追加された説明が、スクリプトツールバーのスクリプトリストでマウスカーソルを合わせると、クイックリファレン
スとしてスクリプトに表示されるようになりました。

プロパティの説明 スクリプトに説明が表示される

ビジュアルスクリプトの例外メッセージ	

無効な結果データモードの詳細な例外メッセージを表示します。

Expressionの入力フィールドのサイズ保持

長いテキストの折り返しをサポートすることに加えて、Expressionの入力フィールドも、スクリプトを開き直した時に、サイズ変更された入力フィ
ールドの幅と高さ衣を保持します。

必須パラメータ

アクションの必須パラメータを見直して、表示し直しました。
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古いファイルの自動削除
Communications フォルダから特定の日付より古いファイルを削除する機能が追加されました。

Automation Serverからペアリングされたアプリケーションへ検査結果を送信
Automation Serverは信号を送信して、検査結果をペアリングされたアプリケーション(スキャナのアプリケーションなど)に伝えることができる様
になりました。詳細については、サポートチーム にお問合せください。

Automation Server / Clientの改善
Automation Server / Clientを柔軟かつ簡単に利用できるように、次の改善が行われました。

Result Window(結果ウィンドウ)
Result	(結果)ウィンドウが改善されました。サーバーのネットワークアドレスも Result ウィンドウに表示されます。 

Geomagic Control X Automation Serverでの検査項目の結果の監視
OK - すべての検査結果が

合格の場合
No	Go	(NG) - 検査結果の
いずれかが不合格の場合 

https://softwaresupport.oqton.com/s/article/Contact-Us
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Automation Serverのネットワークドライブ
マップされたネット－悪ドライブの利用が可能になりました。

Automation Serverでのタイムアウトタスクの削除
タイムアウトした佑を削除できると、検査リストの次の項目のステータスに影響がありました。

その他の改善
自動リトライ

Automation Clientによる自動検査は自動的に再試行され、スキャンプロセスが意図せずに停止した場合に例外がログに記録されます。タイム
アウトを超えるまで再試行が継続されます。

空のフォルダの自動削除

関しフォルダ内のからのサブフォルダは、検査が完了し、そのフォルダにスキャンファイルがなくなると、自動的に削除されます。

異なるPC上のAutomation	ClientとServer

Automation ServerとClients を異なるPCにセットアップできるようになりました。

堅牢性と安定性の向上

Automation ServerとClientの堅牢性と信頼性が大幅に向上しました。Automation serverで修正された不具合のリストはこちらを参照してく
ださい。
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ユーザーインターフェースの改善 
直感的で簡単なコマンドアクセスのために、 UI / UX に次の改善が行われました。

新しいAutomation(自動化)タブ 
自動化のための検査コマンドが再グループ化され、新しい	Automation(自動化)タブに再配置されました。次のコマンドは Automation(自動
化)タブに移動されて、再編成されました。

• スキャンプロセス
• スキャンプロセスデザイナー
• スキャンプロセスを実行

• バッチプロセス
• バッチプロセス

• スクリプトツール
• ビジュアルスクリプトエディタ
• 開く
• 起動
• 停止

Reconstructed Ribbon Bar
リボンバーのコマンドは、アクセスしやすいように再配置および再構築されました。 Ribbon	Bar で次のコマンドにアクセスできるようになりまし
た。

• CAD	ツール
• 修正ウィザード
• 不正データを検索
• メッシュに変換

• 測定ツール
• 境界を縫い合わせ
• 境界を編集
• 座標合わせマトリックスを出力

• GD&Tツール
• 穴深さ
• 座ぐり径
• 皿ぐり径
• 厚さ

• 曲線ツール
• フィットスプライン
• 3D比較コンターライン曲線
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Hexagon Structured Light Scanner プラグインの改善 

N-Point Alignment(N点位置合わせ)
Hexagon	Structured	Light	Scanner コマンドで取得されたスキャンで N-Point	Alignment(N点位置合わせ)	が利用できるようになりまし
た。このオプションを使用すると、スキャン間の共通する点を指定することにより、取得したスキャンを位置合わせすることができます。スキャンプ
ロセスが完了した後でも、N-Point	Alignment(N点位置合わせ)をスキャンに使用できます。

新しい線の輪郭度  
特定の断面で2D Line Profileを測定できる新しい 2D	Line	Profile(線の輪郭度) が導入されました。

新しい線の輪郭度

追加の位置合わせ方法
Target(ターゲット)またはFeature(フィーチャ)	位置合わせが失敗した場合に適用できる追加の位置合わせ方法として、Contour(輪郭)または 
External(表面)の方法を選択できるようになりました。



Oqton, Inc. 16

面の輪郭度の外れ値を削除  
Remove	Outlier(外れ値を削除)	オプションが Surface	Profile(面の輪郭度)で使用できるようになりました。このオプションを使用すると、参照
データに基づいて参照幾何形状をフィッティングするときに、指定された基準から外れている外れ値の点を削除して、より正確なフィッティング結
果を得ることができます。

2D比較のジオメトリと偏差データの出力  
2D	Compare(2D比較),のの測定に使用されるジオメトリと、その偏差結果を次の形式で出力できるようになりました。

ジオメトリの出力でサポートされているファイル形
式

• XO Model (.xdl)
• RapidForm 2006 Model File (.mdl)
• IGES File (.igs)
• STEP File (.stp)
• Parasolid Text File (.x_t)
• Parasolid Binary File (.x_b)
• ACIS Text File (.sat)
• ACIS Binary File (.sab)
• CATIA V4 File (.model)
• CATIA V5 File (.catpart)
• AutoCAD DXF File (.dxf)

偏差の出力でサポートされているファイル形式
• Text File (.txt)
• CSV File (.csv)
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自動保存 & リカバリ  
自動保存および作業ファイルのリカバリに関する新しいオプションが追加されました。これらのオプションを使用すると、予期しないアプリケーシ
ョンのクラッシュから作業ファイルをより安全に保護できます。

保続:	アプリケーションがクラッシュすると、次のうちのいずれを行うか選択するダイアログが開きます。:

はい: 自動保存ファイルの場所を開きます。

いいえ: 自動保存ファイルを破棄します。

キャンセル: 自動保存ファイルを今後のために維持します。

結果データ内でメッシュに変換  
Convert	to	Mesh(メッシュに変換) コマンドが結果データの中で直接使用できるようになりました。

CADファイル読み込み
ネイティブCADファイルの読み込みが更新され、次のバージョンに対応しました。:
CAD	Application File	Extension Version	Supported Comments
CATIA V5 .catpart, .catproduct R8 - V5-6 R2022 Geometry and PMI
CATIA V6 .catpart, .catproduct Up to V6 R2022x Geometry and PMI
Creo (Pro/E) .prt, .prt.*, .asm, .asm.* Pro/E 16 – Creo 9.0 Geometry and PMI
Inventor .ipt, .iam V6 - 2023 Geometry Only
SIEMENS NX .prt 11 – NX2206 Geometry and PMI
SOLIDWORKS .sldpt, sldasm 98-2022 Geometry and PMI (2014-2022)
STEP .stp, .step AP203, AP214, AP242 Geometry Only1)

1)	STEP	AP242	PMI	は限定的にサポートされており、アドインメニューの下にあるプレビュー機能として利用できます。
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その他の機能改善
一般	   

カスタム回転中心

モデルビュー内でマウス中央ボタンをクリックしてビューの回転中心を簡単に設定できるようになりました。

3D	マウス

3DConnexion アプリケーションでGeomagic Control Xのための3Dマウス設定を構成できるようになりました。
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Scanning (スキャン)/ Probing(プローブ)を続行  
測定デバイスの「B」ボタンをクリックしてスキャンまたはプロービングを停止すると、建材の操作を続行するか、停止して次の操作に進むかを決
定できるようになりました。

スキャンを続行 プローブを続行

測定器直接制御でのスキャンプロセス
スキャナインターフェースコマンドを終了した直後に Scan	Process(スキャンプロセス)を実行するようにUIが改善されました。

ファイル I/O   

すべての偏差データの出力

すべての偏差データは、データの制限なしで出力することができます。

e57ファイルの読み込み

読み込み時にe57	ファイルのサンプリングができるようになりました。
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4	 修正された不具合

補足:	 	/	 	ラベルはその機能が	Geomagic	Control	X	Essentials	および	Geomagic	Control	X	Essentials	Connect	ソフトウェ
アパッケージでも利用可能であることを意味します。

一般	 	
• GV-23485: GD&Tのグループが、検査レポートの作成時に追加できないことがありました。

• GV-23247, 
GV-22145:

コンテクストメニューの「選択したフェース/エッジの周りのポリ頂点/ポリフェースを選択」コマンドを使用すると、アプリケ
ーションがクラッシュすることがありました。

• GV-23206: 特定の状態でエアフォイルの計算に失敗することがありました。

• GV-22854: 3D GD&Tと公差断面は、すべての結果をレポートに作成できないことがありました。

• GV-22796: Constructed Geometry (Point)アクションの“Method”で不要なオプションが表示されていました。

• GV-22702: 状況によって、実行ファイルのGeomagicControlX.exeを開くために常に2階実行する必要がありました。

• GV-22086:
レジストリとマイドキュメントフォルダのGeomagicフォルダのクリーンアップに使用されたライセンスフォルダ内の

「ResetOption.exe」が機能しませんでした。
• GV-21637, 

GV-21578, 
GV-22264:

3DConnexionの3Dマウスで正しく回転ができませんでした。

• GV-21170: 結果ナビゲータでカスタムビューポイントを適用するとアクティブでない計測データが非表示になっていました。

• GV-20784: マウス位置にズームすると、ズームが正しく機能しませんでした。

• GV-20428: テセレートされた参照メッシュのエッジから円の幾何形状を抽出することができませんでした。

• GV-18741:
結果データに座標合わせと3D比較が含まれている場合、結果ナビゲータでビュー方向を変更すると、アプリケーションが
クラッシュしました。

• GV-18342: 角度寸法のデフォルト公差は、単位がmm以外に設定されている場合に正しくありませんでした。

• GV-17927: 「法線の修正＞手動」コマンドを実行した後、測定データを回転させると、元の状態で表示されました。

• GV-17855: 複数の2D比較を作成すると、アプリケーションがクラッシュしました。

• GV-16878:
拡張子が小文字(.cxproj) のGeomagic Control Xファイルがコマンドライン引数の使用時に、開くではなく、読み込みの状
態で開かれてしまいました。

• GV-16808: 断面上に作成された幾何形状を選択して、注釈を作成すると、位置の交差プロパティがからの状態で作成されました。

• GV-16225:
「リボンのカスタマイズ」ウィンドウでグループ内のサブコマンドを新しいグループに追加すると、アプリケーションがクラッ

シュしました。
• GV-8894: 自動化中にレポートオプションが有効になった状態で測定データの「表示」のステータスは、無条件に有効になります。

• GV-3607:
「ダイアログツリーを保持」を有効にした状態で面積を測定コマンドをキャンセルすると、既存の測定結果も削除されてし

まいます。

ビジュアルスクリプト
• GV-23414: ビジュアルスクリプトがGeomagic Control Xアプリケーションへの接続を失うことがありました。

• GV-23021: Add Log Message アクションで送信されたログメッセージが長すぎる(150k文字を超える)場合、そのメッセージは,

Geomagic	Control	Xアプリケーションの「コンソール」ウィンドウに表示されませんでした。

• GV-22595:
スクリプトをGeomagic Control Xアプリケーションから実行した後、スクリプトエディタから実行すると、別のエディタが表
示されて、スクリプトが実行できませんでした。

• GV-22566: Setup Parametersアクションで値が正しく入力されず、特定のシナリオで予期しないエラーが発生しました。

• GV-22498:
レポート(PDF, Excel,など) の出力が失敗した 場合でも、失敗メッセージは「Notifications」ウィンドウに表示されませんで
した。
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• GV-22491,	
GV-19440:

Geomagic Control X アプリケーションは、必要なオプションに接続されていないアクションを実行するとクラッシュしま
す。

• GV-22424: 「Select Files」アクションで「Select Subfolders」オプションを使用すると、スクリプトが応答しなくなりました。

• GV-22382: Condition アクションへの接続問題が原因で、特定のファイルでスクリプトエラーが発生しました。

• GV-22367:
File (Import File)アクションを使用してファイルを読み込むと、ファイルの読み込みが成功しても失敗のエラーが発生しま
した。

• GV-22319:
「Measured (Triangulate - 3D Triangulation)」アクションで生成されたポリゴンメッシュの結果は、Geomagic Control 

X.で生成された結果とは異なりました。
• GV-22238: バウンディングボックスの深さが正しくない場合がありました。

• GV-22131: チュートリアルで説明されている式をコピー＆ペーストするときに無効な入力が作成されました。

• GV-21999: スクリプトがスタックして、タイプでエンティティを検索するときに応答しなくなりました。

• GV-21237: ファイルパスにスペースが含まれている場合、「Run External Command」アクションでパスが見つかりませんでした。

• GV-20890:
Notificationsウィンドウに間違ったメッセージが表示されていました。例えば、スクリプトでエラーが発生したときに、

「Script Completed(スクリプトが完了しました)」というメッセージが表示されたり、スクリプトが正常に完了した場合で
もエラーメッセージが表示されます。

• GV-20482:
「Align」アクションで指定されたオプションによって座標合わせが失敗した場合、 Geomagic Control Xアプリケーション
で不明なエラーマークを持つ座標合わせフィーチャが作成されます。

• GV-20226: 「Search Reference Position by Contacting」オプションはシミュレートCMM点の作成時に機能しませんでした。

• GV-18922: Breakpoint(一時停止)はスクリプトの実行を停止しませんでした。

選択	 	

• GV-20778:
座標合わせが行われた状態で、間引き、オフセット、法線情報ウィザードコマンドを実行した場合、可視のみのオプションで
正しく選択できません。

ファイル	I/O	 	
• GV-22946: 偏差データの出力時に「データ総数」の値が正しく表示されませんでした。

• GV-22806:
Geomagic Control X 2022.0.0で保存されたControl X ファイル(.cxproj) を読み込むと参照データを読み込むことが出来
ませんでした。

• GV-22069: 大容量のＸＲＬファイルを読み込むと、アプリケーションは応答しなくなりました。

• GV-21884: XRLファイルの読み込みに失敗する場合がありました。

• GV-21258:
ロードとバックアップのためのキャッシュフォルダにアクセス権限がない場合に、Geomagic Control Xファイル(.CXProj)を
開くと、アプリケーションがクラッシュしていました。

• GV-21131: テクスチャの名前がないMTL ファイルを含むOBJファイルの読み込みに失敗しました。
• GV-20905,	
GV-4562:

PMIウィザードを使って、チュートリアルからサンプルファイルをロードするときにエラーが発生しました。

• GV-16157: 頂点法線を含む のオプションが無効になっている場合、PLYファイルが読み込めませんでした。

• GV-10847: モデルのサイズと位置が原因となり、IGESファイルを読み込むことが出来ませんでした。

GD&T	 	
• GV-22934: 面/線の輪郭度は再生成するとペア点数が増加しました。

• GV-16174: 線の輪郭度で「ピーク位置の断面を追加」オプションを使用すると、測定値と統計が一致しませんでした。

Comparison	Point	 	
• GV-14383: 比較点の統計は、１つの比較点を削除した後、別の比較点が作成されるまで更新されませんでした。
• GV-7969,	
GV-4232:

「ダイアログツリーを保持」オプションを使用時にパターン配列を使用して、比較点を作成できませんでした。
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シミュレートCMM点	 	
• GV-14383: シミュレートCMM点の作成時のプレビュー表示に問題がありました。
• GV-7969,	
GV-4232:

シミュレートCMM点の計算に無効なペア点が含まれていました。

スキャナインターフェース
• GV-23383,	
GV-23382,	
GV-22413,	
GV-22412:	

Hexagon SLSプラグインの不具合に対処するために、SDKを更新しました。

• GV-23084: VXElements 9.1.0バージョンを使用している場合、アプリケーションでCreaformプラグインが起動されませんでした。

• GV-21899: 点群の測定中に VXElementsプラグインを閉じると、アプリケーションがクラッシュします。

• GV-21855: Creaform HandySCAN Black Eliteスキャナのプラグインでキャリブレーションの最適化に問題がありました。

• GV-21773: Geomagic Control XからShining 3D Einscanを起動する際の総合的な問題に対応しました。

• GV-7967: Kreonアークにおけるタッチトリガープローブ問題

LiveInspect	
• GV-22457: Live Inspectの設定ウィンドウの場所が正しくありませんでした。

• GV-20979: 平面を選択して円を作成する際に、適切なTTS音声が再生されませんでした。

• GV-16664: インフォセンター内のGD&Tのシンボルは、英語以外の言語UIでは、正しく表示されませんでした。

• GV-14568:
特定のシナリオでプローブを使用して、作成された何形状を他の幾何形状を作成するための基準の幾何形状として選択
できませんでした。

自動化
• GV-23401: Automation Serverは Clientが別のPCからサーバーに接続されたときにシャットダウンしました。

• GV-23093:
スキャンファイル名または、レポート名に半角英数以外の文字が含まれている場合、自動化プロセスは続行されませんで
した。

• GV-22965: ネットワークPCで通信フォルダを指定している場合に、通信方法を変更すると、自動化サーバーが応答しなくなりました。
• GV-22959,	
GV-22633:

サーバー停止していても、クライアントからサーバーへの接続が保持されていることがありました。

• GV-22782: TCP/IP 接続に関する問題に対応しました。

• GV-22697: タイムアウトしたタスクを削除すると、検査リストの次の項目のステータスに影響がありました。

• GV-22632:
TCP/IP 経由でAutomation Server に接続されていたGeomagic Control X アプリケーションとAutomation Clientが、検
査プロセスの進行中に突然シャットダウンしました。

• GV-22631: 検査テンプレートファイルにレポートテンプレートが定義されていない場合に、結果が「なし」と表示されていました。
• GV-22618,	
GV-22419:

The Inspection template was not identified correctly in some circumstances.

• GV-21311: Multiple Sourceモードでタイムアウト制限は機能しませんでした。

• GV-18073: Client/Serverの出力ファイル名が重複すると、検査ファイル内の結果フィーチャが失われました。
• GV-16009,	
GV-16270:

Automation Clientへ間違ったトリガータイプが送信されました。

• GV-15145,	
GV-15144:

Automation Clientは、コマンドラインを使用して起動したときに、INIファイルで定義されている設定で起動できませんで
した。

• GV-14488:
検査テンプレートに複数の3D比較が作成されている場合、Automation Serverにより作成されたレポートで、3D比較に誤
った許容公差が使用されました。

• GV-23815: オートメーションサーバーを識別ルールファイルを変更して再起動する際、変更した識別ルールが適用されませんでした。
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• GV-13552: トリガーオプションに不適切な値の入力が可能になっていました。
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5	 既知の不具合

補足:	 	/	 	ラベルはその機能が	Geomagic	Control	X	Essentials	および	Geomagic	Control	X	Essentials	Connect	ソフトウェ
アパッケージでも利用可能であることを意味します。

ファイル	I/O	 	
• GV-24080: 2D比較タグの座標が出力されません。

• GV-24100: マウス中央ボタンで回転中心を設定する際、回転中心が一定に保たれません。

ビジュアルスクリプト
• GV-23540: スクリプト実行時に時々平面が作成されます。

• GV-24009:
デフォルトのサンプリング比率がゼロ (0) に設定されていないフィッティングオプションを使用する構築幾何形状アクション
があります。

自動化

• GV-23873:
測定データを含むサブフォルダと、監視フォルダ内のサブフォルダに同じ名前の測定データがある場合、オートメーションク
ライアントで自動検査を実行した後に生成される結果は 1 つだけです。

• GV-23902:
オートメーション サーバーが複数ソース モードで実行されているときに、測定データを含む新しいフォルダーが監視フォル
ダーに追加されると、「無効なテンプレート ファイル名...」メッセージ ボックスが 2 回以上ポップアップ表示されます。

• GV-23903:
自動化サーバーが「共有ファイル通信」で通信中に、ネットワーク上の監視フォルダに測定データを含むフォルダを追加す
ると、複数ソースモードで実行されている場合に追加されたデータが正しく認識されない場合があります。
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